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異
議
の
申
立
書
に
は
、
当
事
者
（
異
議
の
申
立
て
を
す
る
者
を
除
く
。）の
数
と
同
数
の
写
し
を
添
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３

裁
判
所
は
、
前
項
の
写
し
を
同
項
の
当
事
者
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

民
事
訴
訟
法
第
百
六
十
一
条
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
異
議
の
申
立
書
は
、
準
備
書
面
を
兼
ね
る
も
の

と
す
る
。

（
異
議
申
立
権
の
放
棄
及
び
異
議
の
取
下
げ
・
法
第
四
十
六
条
）

第
三
十
三
条

異
議
を
申
し
立
て
る
権
利
の
放
棄
は
、
裁
判
所
に
対
す
る
申
述
に
よ
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
述
は
、
書
面
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
申
述
が
あ
っ
た
と
き
は
、
裁
判
所
書
記
官
は
、
そ
の
旨
を
当
事
者
（
同
項
の
申
述
を
し
た
者
を
除
く
。）

に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

民
事
訴
訟
規
則
第
百
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
は
、
異
議
の
取
下
げ
の
書
面
の
送
達
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
款

費
用
の
負
担

（
簡
易
確
定
手
続
の
費
用
及
び
個
別
費
用
の
負
担
・
法
第
四
十
八
条
等
）

第
三
十
四
条

民
事
訴
訟
規
則
第
一
編
第
四
章
第
一
節
の
規
定
は
、
簡
易
確
定
手
続
の
費
用
及
び
個
別
費
用
の
負
担
に

つ
い
て
準
用
す
る
。

第
六
款

補
則

（
民
事
訴
訟
規
則
の
準
用
・
法
第
五
十
条
）

第
三
十
五
条

特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
簡
易
確
定
手
続
に
つ
い
て
は
、
そ
の
性
質
に
反
し
な
い
限
り
、
民

事
訴
訟
規
則
第
一
編
第
一
章
、
第
二
章
（
第
六
条
、
第
六
条
の
二
及
び
第
八
条
を
除
く
。）、
第
三
章
（
第
二
節
、
第

二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
二
十
二
条
を
除
く
。）及
び
第
五
章
（
第
二
節
及
び
第
四
十
八
条
を
除
く
。）、

第
五
十
六
条
、
第
二
編
第
二
章
（
第
六
十
条
、
第
六
十
四
条
、
第
八
十
条
、
第
八
十
一
条
、
第
三
節
及
び
第
九
十
五

条
第
三
項
を
除
く
。）及
び
第
三
章
（
第
百
一
条
及
び
第
七
節
を
除
く
。）、
第
百
五
十
七
条
第
二
項
、
第
百
六
十
条
、

同
編
第
五
章
（
第
百
六
十
二
条
を
除
く
。）、
第
三
編
第
三
章
、
第
四
編
並
び
に
第
八
編
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
二
節

異
議
後
の
訴
訟
に
係
る
民
事
訴
訟
手
続
の
特
例

（
裁
量
移
送
に
お
け
る
取
扱
い
・
法
第
五
十
二
条
）

第
三
十
六
条

法
第
五
十
二
条
第
三
項
の
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
は
、
地
方
裁
判
所
は
、
相
手
方
の
意
見
を
聴
い
て
決

定
を
す
る
も
の
と
す
る
。

２

地
方
裁
判
所
は
、
職
権
に
よ
り
法
第
五
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
移
送
の
決
定
を
す
る
と
き
は
、
当
事
者
の

意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
異
議
後
の
訴
訟
に
つ
い
て
の
授
権
の
証
明
等
・
法
第
五
十
三
条
）

第
三
十
七
条

法
第
五
十
三
条
第
一
項
の
授
権
は
、
書
面
で
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
五
十
三
条
第
一
項
の
授
権
の
取
消
し
の
通
知
を
し
た
者
は
、
そ
の
旨
を
裁
判
所
に
書
面
で
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３

債
権
届
出
団
体
は
、
訴
訟
授
権
契
約
を
解
除
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
裁
判
所
に
書
面
で
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
訴
訟
手
続
の
受
継
の
申
立
て
の
方
式
・
法
第
五
十
三
条
）

第
三
十
八
条

民
事
訴
訟
規
則
第
五
十
一
条
の
規
定
は
、
異
議
後
の
訴
訟
に
お
い
て
債
権
届
出
団
体
が
法
第
五
十
三
条

第
一
項
の
授
権
を
欠
く
と
き
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
四
章

特
定
適
格
消
費
者
団
体
の
す
る
仮
差
押
え
等

（
仮
差
押
命
令
の
申
立
書
の
記
載
事
項
・
法
第
五
十
六
条
）

第
三
十
九
条

法
第
五
十
六
条
第
一
項
の
申
立
て
を
す
る
に
当
た
り
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
他
の
申
立
て
で
あ
っ
て
、

対
象
債
権
及
び
対
象
消
費
者
の
範
囲
の
全
部
又
は
一
部
並
び
に
共
通
義
務
確
認
の
訴
え
の
被
告
と
さ
れ
る
事
業
者
が

同
一
で
あ
る
も
の
が
既
に
さ
れ
て
い
る
と
き
（
当
該
他
の
申
立
て
が
取
り
下
げ
ら
れ
若
し
く
は
却
下
さ
れ
た
と
き
、

又
は
当
該
他
の
申
立
て
に
係
る
仮
差
押
命
令
が
取
り
消
さ
れ
た
と
き
を
除
く
。）は
、
申
立
書
に
は
、
当
該
他
の
申
立

て
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

事
件
の
表
示

二

裁
判
所
の
表
示

三

手
続
の
当
事
者
で
あ
る
特
定
適
格
消
費
者
団
体

四

保
全
す
べ
き
権
利

五

仮
に
差
し
押
さ
え
る
べ
き
物

（
強
制
執
行
の
申
立
書
等
の
記
載
事
項
等
）

第
四
十
条

特
定
適
格
消
費
者
団
体
が
法
第
五
十
六
条
第
一
項
の
申
立
て
に
係
る
仮
差
押
え
（
当
該
特
定
適
格
消
費
者

団
体
を
手
続
の
当
事
者
と
す
る
も
の
に
限
る
。）の
執
行
が
さ
れ
て
い
る
財
産
に
つ
い
て
強
制
執
行
の
申
立
て
を
す
る

と
き
は
、
当
該
強
制
執
行
の
申
立
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
仮
差
押
え
の
執
行
に
係
る
仮
差
押
命
令
を
発
し
た
裁
判
所
及
び
当
該
仮
差
押
命
令
の
事
件
の
表
示

二

当
該
強
制
執
行
の
申
立
て
が
当
該
仮
差
押
え
に
よ
り
保
全
さ
れ
る
債
権
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の

旨

２

前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
同
項
の
強
制
執
行
の
申
立
書
に
は
、
同
項
第
一
号
の
仮
差
押
命
令
の
決
定

書
の
写
し
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
二
項
の
規
定
は
、
特
定
適
格
消
費
者
団
体
が
第
一
項
の
財
産
に
つ
い
て
強
制
執
行
又
は
担
保
権
の
実
行
の
手
続

が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
配
当
要
求
を
す
る
と
き
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
対
象
債
権
に
つ
い
て
配
当
等
を
受
け
た
場
合
等
の
通
知
）

第
四
十
一
条

特
定
適
格
消
費
者
団
体
は
、
対
象
債
権
に
つ
い
て
法
第
二
条
第
九
号
ロ
に
規
定
す
る
民
事
執
行
の
手
続

に
よ
り
弁
済
を
受
け
、
又
は
配
当
等
（
民
事
執
行
法
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
号
）
第
八
十
四
条
第
三
項
に
規
定

す
る
配
当
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
受
け
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
次
に
掲
げ
る
事

項
を
債
務
者
に
書
面
で
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

民
事
執
行
の
事
件
の
表
示

二

執
行
裁
判
所
の
表
示

三

債
務
名
義
の
表
示

四

弁
済
を
受
け
、
又
は
配
当
等
を
受
け
た
額
及
び
年
月
日

五

対
象
債
権
の
額
（
利
息
そ
の
他
の
附
帯
の
債
権
の
額
を
含
む
。）

六

前
号
の
額
の
う
ち
弁
済
又
は
配
当
等
に
よ
り
消
滅
し
た
部
分
の
額

（
配
当
等
の
額
の
供
託
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
対
象
債
権
の
確
定
の
結
果
の
届
出
）

第
四
十
二
条

法
第
五
十
六
条
第
一
項
の
申
立
て
に
係
る
仮
差
押
え
に
つ
い
て
民
事
執
行
法
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に

よ
り
仮
差
押
債
権
者
の
債
権
に
対
す
る
配
当
等
の
額
に
相
当
す
る
金
銭
が
供
託
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該

仮
差
押
え
の
手
続
の
当
事
者
で
あ
る
特
定
適
格
消
費
者
団
体
を
当
事
者
と
す
る
簡
易
確
定
手
続
及
び
異
議
後
の
訴
訟

の
手
続
が
全
て
終
了
し
た
と
き
は
、
当
該
特
定
適
格
消
費
者
団
体
は
、
速
や
か
に
こ
れ
ら
の
手
続
に
お
け
る
対
象
債

権
の
確
定
の
結
果
を
執
行
裁
判
所
に
書
面
で
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
章

補
則

（
手
続
の
受
継
の
申
立
て
の
方
式
・
法
第
六
十
一
条
）

第
四
十
三
条

民
事
訴
訟
規
則
第
五
十
一
条
の
規
定
は
、
法
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
手
続
が
中
断
し
た
と

き
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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